
 
 

 

 今後の図書館サービスや運営手法、分館のあり方や図書館利用の活性化などについて、

市民の皆さんのご意見を伺い、ともに考え、長く愛し続けてもらえる図書館を目指す。 

 また、市民の皆さんからあらゆる面での意見を出していただいたものを、今後の図書

館サービスや中央図書館の設計の内容等を検討していくことを目的とする。 
 

 

回 日  程 テ ー マ 人数 

1 

令和 5年 11月 23 日(木･祝) 

10：00～12：00 

西駅交流センター ホール 

図書館のいいところ、悪いところを言い合おう 

これからの図書館を想像してみよう 
44 名 

2 

令和 5年 12月 9 日(土) 

10：00～12：00 

中公民館 401 会議室 

中央図書館でこんなことができたらいいな、 

こんなことをしてみたいな～先進事例に学んで考えよう～ 
31 名 

 
令和 6年 1月 20 日(土) 

1 月 21日(日) 
東・西図書館見学会 

延べ 

18 名 

3 

令和 6年 1月 27 日(土) 

15：00～17：10 

商工観光センター 展示交流室 

こんな全市域サービスしてほしい！ 31 名 

4 

令和 6年 2月 11 日(日) 

13：30～15：30 

西駅交流センター ホール 

図書館運営に携わるならこんなことがしたい！ 32 名 

5 

令和 6年 3月 10 日(日) 

13：30～16：15 

商工観光センター 展示交流室 

中央図書館にこんなスペース、こんな設備があるといいな 35 名 

 

令和 6年 3月 10 日(日) 

16：30～17：00 

商工観光センター 展示交流室 

座談会 

(今後の運営サポートやボランティア活動等について司書と和やかに懇談) 
21 名 

 

対 象 者：舞鶴市内在住・在勤・在学者（18 歳以上） 

募集定員：30 名程度（原則、全ての回へ参加出来る方） 

周知方法：広報まいづる 11 月号、HP 掲載、記者発表、チラシ、 

Instagram、Facebook、まいぷれ 

申込方法：申込フォーム、電話、東・西図書館カウンター 

申込期限：令和 5 年 11 月 16 日（木） 

申込者数：45 名（10 代～80 代） 

 

 

年齢 人数 

10 代 3 名 

30 代 1 名 

40 代 10 名 

50 代 8 名 

60 代 7 名 

70 代 15 名 

80 代 1 名 

合計 45 名 

開催目的 

開催概要 

 

＜議題３ 資料＞ 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中央図書館の計画について説明 

●これまでのワークショップを振り返って未来を描く 

●主な意見 

・自動貸出機、ドライブスルー24 時間貸出 

・リモートで図書貸出予約が出来て、時間外でも受け取れる 

・会話 OK なスペースとサイレントスペースの住み分け 

・キッチンスペース、シアタースペース、ライブスペース 

・職員の働きやすい導線 

・カフェ、日替わり（ひさしの下でキッチンカーとかフリーマーケットみたい） 

・託児や乳児用スペース、おはなしの部屋 

・図書館ボランティアが集まる部屋がほしい 

・企業紹介スペース（自衛隊、消防、保安庁などの紹介スペース） 

・司書さんたちとの意見交換 

・ 

●ワークショップの趣旨、方向性の説明 

●他市事例紹介 

●主な意見 

・電子書籍があって良い！ 

・子ども向けの催しが多くて良い！ 

・建物が古い、狭い、暗い、Wi-Fiなど 

の設備も不十分 

・カフェ、飲食スペースがあり、子どもが 

のびのびできる温かみのある図書館に！ 

・ビジネス交流スペースがほしい 

●先進事例紹介（田原市中央図書館長講演） 

●主な意見 

・人が集まり、繋がれる場所 

・就農相談会や産業講習会の実施 

・市民参加のコミュニティイベント 

・小・中・高・高専生などの作品展示 

・広域サービスの実施 

・SNS などを活用した発信 

・企業の情報発信 

・ボランティアと協力して古本（除籍本、寄贈 

本）を販売、リサイクル 

●舞鶴市３分館現状とこれからの分館像の説明 

●他地域の全市域サービス紹介 

●主な意見 

・遠隔地レファレンス 

・中央図書館と分館をネットワーク化し 

て、分館でも本の予約・受取・返却を可能に 

 ・受け取れる場所を増やす！ 

・まちライブラリーを！ 

・自動車図書館が必要！ 

・開館時間の延長 

・司書の人数が少なすぎるのではないか 

・分館にも新鮮な本を！ 

・希望した時間に送迎するシステムがあれば 

いいな 

●活動紹介（綾部市まちライブラリー創設 

者、市内ボランティア団体の講演） 

●他市友の会事例紹介 

●主な意見 

・まちライブラリーやりたい！ 

・本の修理、交換会ならできそう 

・イベントや講座等の運営・参加 

・市外の方へ舞鶴の図書館宣伝を積極的 

に行いたい 

 ・絵本などの読み聞かせ 

 ・分館にも「おはなし」を届けたい！ 

 ・図書館業務ができるボランティアを育 

ててほしい 

第 1回 

第 4回 

第 3回 

第 2回 

内容と参加者意見 

第 5回 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ワークショップで議論を重ねるうちに、 

「今後も図書館に関わっていきたい！」「図書館でこんなことやってみたい！」 

というご意見を多数いただきました。（一部紹介） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、関わってみたいこと・やってみたいこと 

・おはなし会、お楽しみ会、読書会など 

・本の修理、整理、製本、リサイクル 

・仕事に関わる情報交換 

・図書館の運営・管理のサポート 

・企画展示やイベントのお手伝い 

・送迎 

・学校とのつながり、子どもへのイベント 

・図書館周辺の整備ボランティア 

・古本販売で得た収益を寄付 

・ボランティアとして協力できることがあれば何でも 

ワークショップを受けての今後の検討 

いただいた多くの意見やご提案については、基本設計の実施やサービス計画

を作成していくなかで 
 

●すぐに反映できるもの 

●これから再編のなかで取り入れられるもの 

●代わりのサービスとして実施が考えられるもの 

●中央図書館の設計のなかで検討が必要なもの  など 
 

内容を精査したうえで、実現に向けて取り組みます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの様子 


